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■3 国道を越えると「がってん寿司」
の右の地表に現れる。散策は「宮脇
書店」の左の道を石原駅に向かう。

■2 用水は国道１７号の手前で地
下にもぐる。

■1北大通りにでる。
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●F 共有石橋三十有所供養塔
（きょうゆう いしばし さんじゅうゆうしょ くようとう）

　成田用水の支流に立っている石
碑です。橋の架設を記念して、明
治 16 年 9 月に建立されたものの
ようです。当時は、橋の建設に感
謝を示すほか、橋や川にまつわる
死者を慰め、村の中へ災いが入る
のを防ぐなど、いろいろな意味で
石塔が建てられたようです。

●E壺井栄（つぼいさかえ）　
　小説『二十四の瞳』で有名な作家・壺
井栄は、熊谷大空襲の前後、箱田に住ん
でいた妹夫婦をよく訪ねていました。小説
『母のない子と子のない母と』には、西小
学校（現在の市役所のあたりにあった）や
箱田、星川の地名などが登場します。

●Dくまん堂
　熊谷直実の父・直貞ゆかりの伝説があ
り、昔の熊谷氏の館がこのあたりまであっ
たと言われています。元は熊野神社でし
たが、高城神社に合祀（ごうし）された
ため、大正２年に建てられた石碑だけが
昔の由来を伝えています。

●B中央公園
　約９千本の樹木が茂る緑のオアシス。春にはソメイヨシノ
だけでなく、しだれ桜の銘木が花を咲かせ、桜の街・熊谷を
象徴する公園です。園内には１９８３年の市政５０周年を記念
して、１００周年にあたる２０３３年に開封予定のタイムカプセ
ルも埋められ、熊谷市の記憶を刻む装置でもあります。

●G秋山要助
　江戸後期の剣豪・秋山要助は紺屋の子としてこの地に
生まれました。博徒（ばくと）の用心棒として鬼のように
恐れられたというのはお話の世界、実は多くの門弟を育
てた教養人でした。もちろんその剣は強く、豪快な突き
を得意とし、真剣勝負では負け知らずといわれています。

●C箱田神社
　箱田神社の起源にはいくつかの
説があります。
江戸時代に建てられた社殿は、明
治時代に改修されました。熊谷空
襲のときには、神職の祈りが通じ、
突然の夕立により焼失しないです
んだと伝えられています。

●A埼玉県立熊谷図書館
　熊谷図書館から中央公園
に向かう。公園の手前の細い
水路が成田用水で、流れに
沿って右に折れて散策のス
タート。

　農業用水に沿って散策するなんて、あまり思い

つかないことかもしれません。

　でも埼玉県立熊谷図書館から六堰まで、わず

か１５キロですが、この地図におさめただけでも、

おもしろスポットの集中度はかなりなものです。

　実際に歩いてみて、あるいはこの地図を見てい

て、おもしろそう、もっと知りたいと思ったら、本の

世界が待っています。

　たとえば壺井栄（つぼいさかえ）が書いた本は、

図書館に行って検索すればいくつも作品名がで

てきます。

・ 『母のない子と子のない母と』（いくつも版がで

ています）

は、熊谷西小学校に通う子どもと母親が戦災にあ

い、父親の郷里の小豆島（しょうどしま）に移り住

む話です。

　荒川から農業につかう水を用水に導く堰のしく

みや、地域の歴史のことを知るにはどうすればい

いでしょう？

　どう調べたらいいかわからないときや、自分で

調べてみても思うように解決できないときには、

図書館にレファレンスというサービスがあります。

図書館のカウンターで相談してみてください。

　たとえばこんな本を紹介されるかもしれません。

・ 『六堰用水の研究』（大沢章一著　１９９０年）

・ 『箱田界隈（はこだかいわい）』（井上善治郎著 

　　２０１１年）

　成田用水のこと、成田用水が熊谷市役所付近

を流れる箱田地区のことについて、とても参考に

なる本です。どちらもいろんな資料を調べ、何人も

の人に話をきいて書かれています。どんなふうに

知識を深めていったかもわかるし、そうして知識を

深めることの楽しさも伝わってきます。

　知らない世界に入っていくことを冒険といいま

す。うちの近くの用水をたどってみるのも、そこで

出会った初めてのことを本で調べてみるのも、さ

さやかでも冒険です。

　この薄い地図が、小さくても冒険や発見のきっ

かけになればさいわいです。

　この地図では成田用水をさかのぼって六堰に

いたります。

　では成田用水を下ったらどこへ行くでしょう？

用水の散策と本の探索のすすめ

埼玉県
「彩の国」さいたま
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川沿い散策マップ川沿い散策マップ川沿い散策マップ川沿い散策マップ川沿い散策マップ

◎ 散策にあたって
・ この地図は、｢川沿い作品展｣に協賛して、埼玉県立熊谷図書館が作成したものです。
・ ｢川沿い作品展｣は、熊谷市箱田付近を流れる成田用水近くにお住まいの方々が年１回、自作の絵や書
などの作品を展示し、訪問者に楽しく過ごしていただくように催しています。

・ 地図は、熊谷市街から六堰頭首工まで、成田用水に沿ってさかのぼる行程としてあります。
・ 道がわからなくなったら、深谷市川本明戸で用水が暗渠（あんきょ）に入るまでは、荒川の土手の道
に上がれば、その先のポイントに行き着けます。

・ 暗渠の先は、旧国道 140号を寄居方面に向かえば六堰頭首工に着きます。
・ 埼玉県立熊谷図書館から六堰頭首工まで約15km です。（マップに記したルートは、車では走れない区
間が多くあります。）

県立図書館から六堰まで
成田用水のルーツをたどる

か わ ぞ い さ ん さ く ま っ ぷ
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■12ゴルフ場の入口の先で、踏切を
渡り、ふたたび土手の上にでる。

■11 大麻生駅から左に出て、最初
の角を右に行く。大塚医院が右にあ
るＴ字路を左折する。

■10 大麻生駅の
手前で踏切を渡
る（ハネックス熊
谷工場が右にあ
る）。

■7 ゴルフ場のコース
とクラブハウスの間を
抜ける。このあたり
は緑が深い。

▲赤い橋の下が用水

■5 石原駅につきあたり右に行く。すぐ先の
Ｔ字路で左折（縄文土器のような大きな木
が目印）。秩父線の踏切を渡り、新幹線
の高架をくぐる。

▲目印の木で左折

■4 高崎線の踏切を渡っ
てから３つ目の角、遊歩
道「かめのみち」を右に
行く。高崎線と旧妻沼線
と用水が交差する地点に
でる。（そのあとは元の道
に戻る）
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■13 ここから上流は暗渠（あんきょ）
になる。
　土手上で左右に交差する道があ
り、その先の左に降りる道に行く。
右の土手に並行して、先方に（グ
ランドの）照明灯が見えてくるのを
目ざして進むと、菅沼天神社に出る。

■14 もくせい館（深谷市高齢者福祉青少年活動複
合施設）のドームをめざして行くと、もくせい館の裏
にでる。（ここを流れているのは荒川に注ぐ川で、
用水ではない。）この先は旧国道１４０号に出て、ゴー
ルに向かう。

水色の線は用水。点線は暗渠（あんきょ）。
国道１７号を越えてからの赤色の点線は散策ルート。
コンビニ、ドラッグストア等
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■9「ひろせ野鳥の森駅」
の先で用水は右にそれ
る。流れをたどる道はわ
かりにくいので、土手の
上の道を行く。( 春は桜
の名所 )

★

■14

■8 用水が右にそれてい
くのにあわせて、逆Ｖ字
形に土手を降り、用水
に沿っていく。

【前のページに拡大図】
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●H宮澤賢治（みやざわけんじ）の歌碑
　今から約百年前に熊谷を訪れたのが、若き日の
宮澤賢治でした。賢治は熊谷寺を回った後、
旅館「松坂屋」（現在の八木橋百貨
店近く）に泊まり、翌日から秩父へ向
かいます。このときの印象が、八木橋
百貨店前の歌碑に刻まれています。

●J旧妻沼線
　正式名称は「東武熊谷線」。熊谷駅から妻沼駅ま
で約10Kmを結んでいました。１９８３年に廃線となり、
今は一部分が遊歩道（緑道）「かめのみち」となって
います。ここで高崎線と旧妻沼線と用水が交差してい
ました。

●I旧中山道の碑
　創業明治 30 年、県内最初の百貨店が八木橋百貨店です。
この老舗（しにせ）の周囲には歴史を伝えるものがいくつかあり、
その一つが店舗の東西の出入り口にある旧中山道の碑。旧中
山道は、現在の八木橋百貨店の１階通路を通っています。

上熊谷駅

熊谷駅

石原駅
ひろせ野鳥の森駅

大麻生駅

明戸駅
武川駅

永田駅

●S六堰頭首工（ろくせきとうしゅこう）
　荒川から大里地区に農業用水を取り入れるために、江戸時
代には６つの堰がありました。１９３９年に１つに統合した「六
堰頭首工」ができました。１９９９年に台風で堰の一部が流され、
現在の堰は２１世紀に入って改修されたものです。

●Rスタジオロクセキ
　写真館です。かつてはもっと六堰
の近くにあり、今の館主のおとうさん
は改修前の六堰の管理を手伝ってい
ました。今の館主が小さい頃には、
六堰に子どもたちが集まってきて、泳
いだり、魚をとったりしたそうです。

●O江南サイホン呑口 (のみくち)　
　かつてはここから荒川の河床をくぐって右岸地区へ用水を
通水していました。この仕組みをサイホンといい、地中に水
が流れこむ入口を呑口といいました。六堰改修後は、そこか
ら右岸に通水していて、このサイホンはその役目を終えてい
ますが、呑口は美観も大切にした後世に伝えるべき建造物と
して今も保存されています。

●N荒川左岸分水工
　熊谷特別支援学校を右に見ながら進んだ先で、右に、鉛
筆が３本上を向いて並んだような設備が見えます。土手を降
りていくと橋があり、用水が３つに分かれています。奈良堰、
玉井堰、大里幹線用水（成田用水）の分岐点です。

●Q島田屋跡
　明治の文豪（ぶんごう）、幸田露伴（こう
だろはん）が泊まった旅館の跡です。『五重
塔』で知られる露伴は旅を好みました。秩
父への旅の紀行文『知々夫 (ちちぶ ) 紀行』
のなかで、「荒川の鮎を得たれば、小酌 (しょ
うしゃく ) に疲れを休めて快く眠る。」と、こ
の宿で気分がよかったことを記しています。
今は信号の近くの街灯に小さな看板が残っ
ているくらいです。

●P菅沼沈砂池（すがぬまちんさち）
　こんもりした森の中に菅沼天神社（す
がぬまてんじんしゃ）があります。見おろ
すと、暗渠（あんきょ）になっている用水
の管理のために、ここだけ流れが地表に
現れているのが見えます。

●このあたりの荒川の河床(かしょう)の、お
よそ1000万年前の地層からサメの歯の化
石が発見されました。カルカロドン・メガロド
ンといい、全長12mもあると考えられてい
る古代の巨大なサメです。かつてはこのあ
たりまで暖かな海だった時期がありました。

●M石橋供養塔
　大麻生駅からの道が旧国道１４０号
につながる手前に用水があります。橋
の近く、ここにも石橋供養塔があり、
大切な川と橋への思いがしのばれま
す。ここから用水に沿って進みます。

●L秩父鉄道熊谷車両区　
　秩父線を走る電車のメンテナ
ンスをしています。広い敷地内に
はおもしろい機械仕掛けがいっぱい。Ｓ
Ｌもここで整備され、休日には煙を吐いて元
気に走ります。（一般公開はイベント時のみ）

●K赤城除塵機（あかぎじょじんき）
　用水が熊谷の市街地に入っていく手前に、用水を流
れてくるゴミや落ち葉などを取り除く仕組みが作られ
ています。
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